
 



はじめに 

 

近年、⼆酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化の
進⾏により、世界各地で異常⾼温、⼤⾬、⼤規模⼲ばつなどの
異常気象が多発しているといわれています。国内においても
過去にないような激甚災害が頻発しており、脱炭素社会実現
に向けた取組は避けて通ることができない重要な課題となっ
ています。 

こうした情勢の中、本市では 2022 年 1 ⽉に全国の⾃治体で
初めて「カーボンネガティブ宣⾔」を表明いたしました。具体
的には、国が進めている温室効果ガス排出量を実質ゼロとす
る「カーボンニュートラル」を早い段階で達成し、2050 年度

までに⼆酸化炭素排出量実質マイナスとなる「カーボンネガティブ」を⽬指すこととして
います。 

今般、本市はこの「カーボンネガティブ」達成に向けた取組を具現化・加速化させるた
めに、温室効果ガスの排出量を抑制する「緩和策」に加えて気候変動影響への「適応策」
を両輪とする「国東市地球温暖化対策実⾏計画（区域施策編）」を策定いたしました。 

本計画に掲げた⽬標を達成するためには、地球温暖化という⼤きな問題に対して、本市
で⽣活・活動する⼀⼈ひとりができることを考え、⾏動することが重要となります。 

⼀⽅で、市⺠・地域事業者の皆様をはじめとした多種多様な主体との連携・協同も不可
⽋となります。本市ではその取組の⼀環として、2023 年 4 ⽉より家庭⽤廃⾷油から⾼純
度バイオディーゼル燃料を抽出する「くにさきわくわく油⽥プロジェクト」を実践してお
ります。さらには、2024 年 2 ⽉から全国初の取組として、家庭ごみ廃プラスチックのケ
ミカルリサイクルに向けた実証実験を開始したところです。 

市の豊かな⾃然と先⼈から受け継いだ⽂化を未来につないでいくために、今後とも脱
炭素社会実現に向けた取組に対して、皆様の⼀層のご理解・ご協⼒を賜りますようお願い
申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり、幅広い知⾒からご審議、ご議論をいただきました協議
会委員の皆様をはじめ、策定にご参画いただきましたすべての皆様に厚く感謝申し上げ
ます。 
 

２０２４年３⽉ 
国東市⻑ 松井 督治 
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※ 表・グラフの数値について 
端数を処理（四捨五⼊）していることにより、割り戻した数値や合計値が図表中の数値と
⼀致しないことがあります。 

 


